
資料
しりょう
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1 

 

枚方市
ひらかたし

障 害 者
しょうがいしゃ

計画
けいかく

（第
だい

４次
じ

）及
およ

び枚方市
ひらかたし

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

（第
だい

６期
き

）・枚方市
ひらかたし

障害児
しょうがいじ

福祉
ふくし

計画
けいかく

（第
だい

２期
き

）前回
ぜんかい

会議
かいぎ

資料
しりょう

素案
そあん

からの変更点
へんこうてん

 

Ｐ 変更前
へんこうまえ

 変更後
へんこうご

 変更
へんこう

理由
りゆう

・内容
ないよう

 

P16 第
だい

１節
せつ

 基本
きほん

理念
りねん

 

・・・。 

今後
こんご

も、地域
ちいき

共 生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

のため
の た

に、これまでの取
と

り組
く

みを継続
けいぞく

し、
し

充 実
じゅうじつ

させていく
て い

ことが必要
ひつよう

であり、本計画
ほんけいかく

策定
さくてい

にあたり、「枚方市
ひらかたし

障 害 者
しょうがいしゃ

計画
けいかく

（第
だい

３次
じ

）」の基本
きほん

理念
りねん

を継 承
けいしょう

することとします。この理念
りねん

に基
もと

づき、障 害
しょうがい

のある人
ひと

が地域
ちいき

で

自立
じりつ

していきいき
て い き い

と暮
く

らせるよう、教 育
きょういく

、まちづくり
、 ま ち づ く

、社会
しゃかい

参加
さんか

などの施策
しさく

の充 実
じゅうじつ

や、
や

社会
しゃかい

資源
しげん

の整備
せいび

を図
はか

っていきま

す。 

 

第
だい

１節
せつ

 基本
きほん

理念
りねん

 

・・・。 

今後
こんご

も、地域
ちいき

共 生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

のため
の た

に、これまでの取
と

り組
く

みを継続
けいぞく

し、
し

充 実
じゅうじつ

させていく
て い

ことが必要
ひつよう

であり、本計画
ほんけいかく

策定
さくてい

にあたり、「枚方市
ひらかたし

障 害 者
しょうがいしゃ

計画
けいかく

（第
だい

３次
じ

）」の基本
きほん

理念
りねん

を継 承
けいしょう

することとします。この理念
りねん

に基
もと

づき、障 害
しょうがい

のある人
ひと

が地域
ちいき

で自立
じりつ

していきいき
て い き い

と暮
く

らせるよう、教 育
きょういく

、まちづくり
、 ま ち づ く

、社会
しゃかい

参加
さんか

などの施策
しさく

の充 実
じゅうじつ

や、
や

社会
しゃかい

資源
しげん

の整備
せいび

を図
はか

っていきま

す。 

また、障 害
しょうがい

のある人
ひと

が地域
ちいき

で自立
じりつ

して暮
く

らすということは、

単
たん

に施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

ではないとか、精神科
せいしんか

病 院
びょういん

に入 院
にゅういん

していな

いということだけでなく、 自
みずか

らの意志
い し

で住
す

む場所
ばしょ

や利用
りよう

する

サービスを決定
けってい

することであり、そのための必要
ひつよう

な支援
しえん

をし

ていきます。 

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

専門
せんもん

分
ぶん

科会
かかい

での意見
いけん

を踏
ふ

まえ追
つい

記
き

。 

Ｐ50 

 

第
だい

３節
せつ

 安
あん

心
しん

して生
せい

活
かつ

できるサービスの確
かく

保
ほ

と提
てい

供
きょう

 

１．地域
ちいき

生活
せいかつ

への支援
しえん

 

■施策
しさく

の基本的
きほんてき

な方向性
ほうこうせい

 

・・・。 

そういったさまざまな福祉
ふくし

サービスの質
しつ

の確保
かくほ

を図
はか

るため、

枚方市
ひらかたし

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

や枚方市
ひらかたし

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス事
じ

業 者
ぎょうしゃ

連絡会
れんらくかい

等
とう

と 協 力
きょうりょく

し、ガイドヘルパー養成
ようせい

研 修
けんしゅう

の実施
じっし

や

各種事
かくしゅじ

業者向
ぎょうしゃむ

け研 修 会
けんしゅうかい

を通
つう

じ、介護
かいご

等
とう

の人材
じんざい

の確保
かくほ

や資質
ししつ

の向 上
こうじょう

、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

事業所
じぎょうしょ

の質
しつ

の向 上
こうじょう

に取
と

り組
く

みます。 

第
だい

３節
せつ

 安
あん

心
しん

して生
せい

活
かつ

できるサービスの確
かく

保
ほ

と提
てい

供
きょう

 

１．地域
ちいき

生活
せいかつ

への支援
しえん

 

■施策
しさく

の基本的
きほんてき

な方向性
ほうこうせい

 

・・・。支援
しえん

度
ど

合いが高
たか

い障 害
しょうがい

のある方
かた

や高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障 害 者
しょうがいしゃ

についても適切
てきせつ

なサービスの提 供
ていきょう

に努
つと

めます。 

そういったさまざまな福祉
ふくし

サービスの質
しつ

の確保
かくほ

を図
はか

るため、

枚方市
ひらかたし

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

や枚方市
ひらかたし

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス事
じ

業 者
ぎょうしゃ

連絡会
れんらくかい

等
とう

と 協 力
きょうりょく

し、ガイドヘルパー養成
ようせい

研 修
けんしゅう

の実施
じっし

や

各種事
かくしゅじ

業者向
ぎょうしゃむ

け研 修 会
けんしゅうかい

を通
つう

じ、介護
かいご

等
とう

の人材
じんざい

の確保
かくほ

や資質
ししつ

の向 上
こうじょう

、障 害
しょうがい

福祉
ふくし

事業所
じぎょうしょ

の質
しつ

の向 上
こうじょう

に取
と

り組
く

むととも

に、介護
かいご

職場
しょくば

の魅力
みりょく

も広報
こうほう

ひらかた等
とう

を通
つう

じて周知
しゅうち

して参
まい

ります。 

大阪府
おおさかふ

の 基本的
きほんてき

な 考
かんが

え方
かた

に基
もと

づき、法定
ほうてい

協議
きょうぎ

の中
なか

で追記
ついき

。 

 

  



2 

 

Ｐ 変更前
へんこうまえ

 変更後
へんこうご

 変更
へんこう

理由
りゆう

・内容
ないよう

 

P52 高
こう

齢
れい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

の日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

 ≪取
と

り組
く

み≫ 

高齢
こうれい

障 害 者
しょうがいしゃ

のサービス利用
りよう

は介護
かいご

保険
ほけん

が優先
ゆうせん

ですが、高齢
こうれい

視覚
しかく

障 害 者
しょうがいしゃ

への同行
どうこう

援護
えんご

や高齢
こうれい

知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

への 日 中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービスなど、介護
かいご

保険
ほけん

にはない障 害
しょうがい

特性
とくせい

に由来
ゆらい

する

必要
ひつよう

なサービスを提 供
ていきょう

します。 

高
こう

齢
れい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

の日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

 ≪取
と

り組
く

み≫ 

高齢
こうれい

障 害 者
しょうがいしゃ

のサービス利用
りよう

は介護
かいご

保険
ほけん

が優先
ゆうせん

ですが、高齢
こうれい

視覚
しかく

障 害 者
しょうがいしゃ

への同行
どうこう

援護
えんご

や高齢
こうれい

知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

への 日 中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービスなど、介護
かいご

保険
ほけん

にはない障 害
しょうがい

特性
とくせい

に由来
ゆらい

す

る必要
ひつよう

なサービスを提 供
ていきょう

します。また、障 害
しょうがい

固有
こゆう

のニーズ

を考慮
こうりょ

したサービス提 供
ていきょう

に努
つと

めます。 

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

専門
せんもん

分
ぶん

科会
かかい

での意見
いけん

を踏
ふ

まえ変更
へんこう

。 

P60 第
だい

４節
せつ

 自分
じぶん

らしい生
い

き方
かた

を見
み

つける・選
えら

ぶ 

１． 就
しゅう

労
ろう

に向
む

けた支
し

援
えん

 

■現 状
げんじょう

と課題
かだい

 

・・・。 

 障 害 者
しょうがいしゃ

の 就 労
しゅうろう

に対
たい

するニーズに対応
たいおう

するため、一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

に向
む

けての障 害
しゅうろう

福祉
ふくし

サービス事業所
じぎょうしょ

、訓練
くんれん

機関
きかん

の役割
やくわり

が、今後
こんご

、ますます大
おお

きくなってきます。 

本市
ほんし

では、ハローワークや枚方市
ひらかたし

障 害 者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
しえん

センター等
とう

と連携
れんけい

のもと、「障 害 者
しょうがいしゃ

合同
ごうどう

就 職
しゅうしょく

面接会
めんせつかい

」、

「障 害 者
しょうがいしゃ

庁 舎 内
ちょうしゃない

実 習
じっしゅう

」を実施
じっし

して、障 害 者
しょうがいしゃ

の一般就 労
しゅうろう

を支援
しえん

しています。 

第
だい

４節
せつ

 自分
じぶん

らしい生
い

き方
かた

を見
み

つける・選
えら

ぶ 

１． 就
しゅう

労
ろう

に向
む

けた支
し

援
えん

 

■現 状
げんじょう

と課題
かだい

 

・・・。 

 障 害 者
しょうがいしゃ

の 就 労
しゅうろう

に対
たい

するニーズに対応
たいおう

するため、相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

や一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

に向
む

けての 障 害
しゅうろう

福祉
ふくし

サービス

事業所
じぎょうしょ

、訓練
くんれん

機関
きかん

の役割
やくわり

が、今後
こんご

、ますます大
おお

きくなってき

ます。 

本市
ほんし

では、ハローワークや枚方市
ひらかたし

障 害 者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
しえん

センター等
とう

と連携
れんけい

のもと、「障 害 者
しょうがいしゃ

合同
ごうどう

就 職
しゅうしょく

面接会
めんせつかい

」、

「障 害 者
しょうがいしゃ

庁 舎 内
ちょうしゃない

実 習
じっしゅう

」を実施
じっし

して、障 害 者
しょうがいしゃ

の一般就 労
しゅうろう

を支援
しえん

しています。 

大阪府
おおさかふ

の 基本的
きほんてき

な 考
かんが

え方
かた

に基
もと

づき、法定
ほうてい

協議
きょうぎ

の中
なか

で追記
ついき

。 

 

 

P76 第
だい

５節
せつ

 身近
みぢか

な相談
そうだん

窓口
まどぐち

の 充 実
じゅうじつ

ときめ細
こま

やかな 情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

 

１．相談
そうだん

・支援
しえん

体制
たいせい

の充 実
じゅうじつ

 

・・・。 

また、枚方市
ひらかたし

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

において、相談
そうだん

支援
しえん

センターな

どの地域
ちいき

のさまざまな関係
かんけい

機関
きかん

が協議
きょうぎ

し、情 報
じょうほう

を共 有
きょうゆう

する

ことによって、それぞれの機関
きかん

での相談
そうだん

への対応
たいおう

をより充 実
じゅうじつ

した 内
ないよう

容にできるよう取
と

り組
く

みます。 

第
だい

５節
せつ

 身近
みぢか

な相談
そうだん

窓口
まどぐち

の 充 実
じゅうじつ

ときめ細
こま

やかな 情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

 

１．相談
そうだん

・支援
しえん

体制
たいせい

の充 実
じゅうじつ

 

・・・。 

また、枚方市
ひらかたし

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

において、相談
そうだん

支援
しえん

センター

などの地域
ちいき

のさまざまな関係
かんけい

機関
きかん

が協議
きょうぎ

し、地域
ちいき

の課題
かだい

を

発掘
はっくつ

し、情 報
じょうほう

を共 有
きょうゆう

することによって、それぞれの機関
きかん

で

の相談
そうだん

への対応
たいおう

をより充 実
じゅうじつ

した 内
ないよう

容にできるよう取
と

り組
く

みます。枚方市
ひらかたし

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

では年
ねん

に１回相談
そうだん

支援
しえん

センタ

ーの評価
ひょうか

を 行
おこな

います。 

大阪府
おおさかふ

の 基本的
きほんてき

な 考
かんが

え方
かた

に基
もと

づき、法定
ほうてい

協議
きょうぎ

の中
なか

で追記
ついき

。 

 



3 

 

 

Ｐ 変更前
へんこうまえ

 変更後
へんこうご

 変更
へんこう

理由
りゆう

・内容
ないよう

 

P80 医療的
いりょうてき

ケア児
じ

等
など

支援
しえん

連絡
れんらく

会議
かいぎ

 

≪取
と

り組
く

み≫ 

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

の在宅
ざいたく

生活
せいかつ

を支援
しえん

する関係
かんけい

機関
きかん

による意見
いけん

交換
こうかん

や情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

のための協議
きょうぎ

の場
ば

 

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

等
など

支援
しえん

連絡
れんらく

会議
かいぎ

 

≪取
と

り組
く

み≫ 

連絡
れんらく

会議
かいぎ

を通
つう

じ、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

の在宅
ざいたく

生活
せいかつ

を支援
しえん

する関係
かんけい

機関
きかん

による意見
いけん

交換
こうかん

や情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

を図
はか

ります。 

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

専門
せんもん

分
ぶん

科会
かかい

での意見
いけん

を踏
ふ

まえ変更
へんこう

。 

P82 第
だい

１節
せつ

 障 害 者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

及
およ

び児童
じどう

福祉法
ふくしほう

によるサービス

体系
たいけい

 

１．障 害 者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

によるサービス体系
たいけい

 

障 害 者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

では、障 害
しょうがい

種別
しゅべつ

（身体
しんたい

障 害
しょうがい

、知的
ちてき

障 害
しょうがい

、精神
せいしん

障 害
しょうがい

）に関
かか

わらず、サービスが提 供
ていきょう

されます。 

第
だい

１節
せつ

 障 害 者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

及
およ

び児童
じどう

福祉法
ふくしほう

によるサービス

体系
たいけい

 

２．障 害 者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

によるサービス体系
たいけい

 

障 害 者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

では、障 害
しょうがい

種別
しゅべつ

（身体
しんたい

障 害
しょうがい

、知的
ちてき

障 害
しょうがい

、精神
せいしん

障 害
しょうがい

）に関
かか

わらず、発達
はったつ

障 害 者
しょうがいしゃ

、高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障 害 者
しょうがいしゃ

、難 病
なんびょう

患者
かんじゃ

にもサービスが提 供
ていきょう

されます。 

大阪府
おおさかふ

の 基本的
きほんてき

な 考
かんが

え方
かた

に基
もと

づき、法定
ほうてい

協議
きょうぎ

の中
なか

で追記
ついき

。 

 

Ｐ84 第
だい

２節
せつ

 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

（第
だい

６期
き

） 

・・・。 

「地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

」とは、本来
ほんらい

、この 考
かんが

え方
かた

に基
もと

づき

実 践
じっせん

されるべきものであり、施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

している人
ひと

、精神科
せいしんか

病 院
びょういん

に入 院
にゅういん

している人
ひと

に対
たい

するアプローチやフォロー。ま

た、地域
ちいき

でも親元
おやもと

、家族と離
はな

れ自
じ

立
りつ

した生活
せいかつ

を望
のぞ

んでいる人
ひと

へ

の支援
しえん

のあり方
かた

など、更
さら

なる工夫
くふう

に取
と

り組
く

んでいく必要
ひつよう

があり

ます。 

 

（１）施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

の地域
ちいき

移行者数
いこうしゃすう

 

施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

182人
にん

の６％以上
いじょう

 

第
だい

２節
せつ

 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

（第
だい

６期
き

） 

・・・。 

「地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

」とは、本来
ほんらい

、この 考
かんが

え方
かた

に基
もと

づき

実 践
じっせん

されるべきものであり、施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

している人
ひと

、精神科
せいしんか

病 院
びょういん

に入 院
にゅういん

している人
ひと

に対
たい

するアプローチやフォローな

ど、継続的
けいぞくてき

な支援
しえん

を 行
おこな

う必要
ひつよう

があります。また、地域
ちいき

でも

親元
おやもと

、家族
かぞく

と離
はな

れ自立
じりつ

した生活
せいかつ

を望
のぞ

んでいる人
ひと

への支援
しえん

のあ

り方
かた

など、更
さら

なる工夫
くふう

に取
と

り組
く

んでいく必要
ひつよう

があります。 

 

（１）施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

の地域
ちいき

移行者数
いこうしゃすう

 

施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

180人
にん

の６％以上
いじょう

 

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

専門
せんもん

分
ぶん

科会
かかい

での意見
いけん

を踏
ふ

まえ変更
へんこう

。 

 

施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

の

地域
ちいき

移行者数
いこうしゃすう

大阪府
おおさかふ

か ら の

数値
すうち

に 基
もと

づ き

修 正
しゅうせい

。 

  



4 

 

Ｐ 変更前
へんこうまえ

 変更後
へんこうご

 変更
へんこう

理由
りゆう

・内容
ないよう

 

P85～

P86 

（２）施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

の削減
さくげん

 ３人 

施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

182人
にん

から 1.6％以上
いじょう

削減
さくげん

 

 

２．精神
せいしん

障 害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ちいき

包括
ほうかつ

ケアシステムの構築
こうちく

 

（１）令和
れいわ

５年
ねん

６月
がつ

末
まつ

時点
じてん

の精神
せいしん

病 床
びょうしょう

における１年
ねん

以上
いじょう

の

長期
ちょうき

入 院
にゅういん

患者数
かんじゃすう

 

大阪府
おおさかふ

では、令和
れいわ

５年
ねん

６月
がつ

末
まつ

時点
じてん

の精神
せいしん

病 床
びょうしょう

における１年
ねん

以上
いじょう

の長期
ちょうき

入 院
にゅういん

患者
かんじゃ

数
すう

8,688人
にん

とされた府域
ふいき

の目標値
もくひょう

につ

いて、市町村
しちょうそん

ごとに按分
あんぶん

された数値
すうち

を目 標
もくひょう

として設定
せってい

しま

す。 

（２）施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

の削減
さくげん

 ７人 

施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

180人
にん

から 1.6％以上
いじょう

削減
さくげん

 

 

２．精神
せいしん

障 害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ちいき

包括
ほうかつ

ケアシステムの構築
こうちく

 

（１）令和
れいわ

５年
ねん

６月
がつ

末
まつ

時点
じてん

の精神
せいしん

病 床
びょうしょう

における１年
ねん

以上
いじょう

の長期
ちょうき

入 院
にゅういん

患者数
かんじゃすう

 

大阪府
おおさかふ

では、令和
れいわ

５年
ねん

６月
がつ

末
まつ

時点
じてん

の精神
せいしん

病 床
びょうしょう

における

１年
ねん

以上
いじょう

の長期
ちょうき

入 院
にゅういん

患者
かんじゃ

数
すう

8,688人
にん

とされた府域
ふいき

の目標値
もくひょう

について、市町村
しちょうそん

ごとに按分
あんぶん

された数値
すうち

を目 標
もくひょう

として設定
せってい

します。 

（本市
ほんし

における令和元
れいわがん

年度
ねんど

の実績
じっせき

は240
は２４

人
にん

） 

施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

の

地域
ちいき

移行者数
いこうしゃすう

大阪府
おおさかふ

か ら の

数値
すうち

に 基
もと

づ き

修 正
しゅうせい

。 

P86 ３．地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

拠
きょ

点
てん

等
とう

が有
ゆう

する機
き

能
のう

の 充
じゅう

実
じつ

 

・・・地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

等
とう

について、令和
れいわ

５年度
ねんど

末
まつ

までに整備
せいび

していくとともに、整備後
せ い び ご

もそれらの機能
きのう

の充 実
じゅうじつ

のため、年
ねん

１

回
かい

以上
いじょう

運用
うんよう

状 況
じょうきょう

を検 証
けんしょう

・検討
けんとう

していきます。 

 

４．福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

から一
いっ

般
ぱん

就
しゅう

労
ろう

へ向
む

けての取
とり

組
くみ

 

（１）就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

事業
じぎょう

を通
つう

じた一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

への移行数
いこうすう

に関
かん

する目 標
もくひょう

について 

５５人
にん

 

（２）就 労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
がた

事業
じぎょう

を通
つう

じた一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

へ移行数
いこうすう

に関
かん

する目 標
もくひょう

について 

３１人
にん

 

 

３．地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

拠
きょ

点
てん

等
とう

が有
ゆう

する機
き

能
のう

の 充
じゅう

実
じつ

 

・・・地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

等
とう

について、面的
めんてき

整備
せいび

を基本
きほん

に据
す

え、

令和
れいわ

５年度
ねんど

末
まつ

までに整備
せいび

していくとともに、整備後
せ い び ご

もそれらの

機能
きのう

の充 実
じゅうじつ

のため、年
ねん

１回
かい

以上
いじょう

運用
うんよう

状 況
じょうきょう

を検 証
けんしょう

・検討
けんとう

していきます。 

 

４．福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

から一
いっ

般
ぱん

就
しゅう

労
ろう

へ向
む

けての取
とり

組
くみ

 

（１）福祉
ふくし

施設
しせつ

から一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

への移行数
いこうすう

に関
かん

する目 標
もくひょう

につ

いて 

１０５人
にん

 

（２）就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

事業
じぎょう

を通
つう

じた一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

への移行数
いこうすう

に

関
かん

する目 標
もくひょう

について 

６０人
にん

 

（３）就 労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ａ型
がた

事業
じぎょう

を通
つう

じた一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

へ移行数
いこうすう

に関
かん

する目 標
もくひょう

について 

３３人
にん

 

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

専門
せんもん

分
ぶん

科会
かかい

での意見
いけん

を踏
ふ

まえ追記
ついき

。 

 

 

 

大阪府
おおさかふ

法定
ほうてい

協議
きょうぎ

の 中
なか

で

数値
すうち

修 正
しゅうせい

。 



5 

 

Ｐ 94

～95 

 

 

【障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

（第
だい

６期
き

）】 

１．自立
じりつ

支援
しえん

給付
きゅうふ

の利用
りよう

見込
み こ

みと整備
せいび

の方向
ほうこう

 

（３）日 中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービス 見込量
みこみりょう

 

 
令和
れいわ

３年度
ね ん ど

 令和
れいわ

４年度
ね ん ど

 令和
れいわ

５年度
ね ん ど

 

生活
せいかつ

介護
か い ご

 
実利用者数
じつりようしゃすう

 995→950 1,022→985 1,051→1,007 

利用
り よ う

日数
にっすう

 18,467→17,575 18,969→18,223 19,498→18,630 

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

 

（Ｂ型
がた

） 

実利用者数
じつりようしゃすう

 699 724 747 

利用
り よ う

日数
にっすう

 9,299→11,743 9,626→12,163 9,928→12,550 

就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
し え ん

 実利用者数
じつりようしゃすう

 35→45 36→47 37→49 

療養
りょうよう

介護
か い ご

 実利用者数
じつりようしゃすう

 53 53 53 

 

（４）居住
きょじゅう

系
けい

サービス 

 
令和
れいわ

３年度
ね ん ど

 令和
れいわ

４年度
ねんど

 令和
れいわ

５年度
ね ん ど

 

施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

支援
し え ん

 182→175 180→174 177→173 
 

実績
じっせき

を踏
ふ

まえ、

見込量
みこみりょう

の見直
みなお

し

を 行
おこな

った。 

  



6 

 

Ｐ 変更前
へんこうまえ

 変更後
へんこうご

 変更
へんこう

理由
りゆう

・内容
ないよう

 

P97 （５）相談
そうだん

支援
しえん

 

【整備
せいび

の方向
ほうこう

】 

〇市
し

全体
ぜんたい

での相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

のあり方
かた

を検討
けんとう

し、各相談
かくそうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

の機能
きのう

強化
きょうか

を図
はか

れるよう支援
しえん

していきます。 

 

（６）精神
せいしん

障 害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ちいき

包括
ほうかつ

ケアシステムの構築
こうちく

 

精神
せいしん

病 床
びょうしょう

における長期
ちょうき

入 院
にゅういん

患者
かんじゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

に向
む

けて、精神
せいしん

障 害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ちいき

包括
ほうかつ

ケアシステムの

構築
こうちく

を進
すす

めるため、本市
ほんし

においては自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

を保健
ほけん

、

医療
いりょう

及
およ

び福祉
ふくし

関係者
かんけいしゃ

による協議
きょうぎ

の場
ば

と位置付
い ち づ

け部会
ぶかい

活動
かつどう

を

通
つう

じて、重 層 的
じゅうそうてき

な連携
れんけい

による支援
しえん

体制
たいせい

を構築
こうちく

しています。 

（５）相談
そうだん

支援
しえん

 

【整備
せいび

の方向
ほうこう

】 

〇市
し

全体
ぜんたい

での相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

のあり方
かた

を検討
けんとう

する上
うえ

で実 情
じつじょう

を把握
はあく

し、各相談
かくそうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

の機能
きのう

強化
きょうか

を図
はか

れるよう支援
しえん

し

ていきます。 

 

（６）精神
せいしん

障 害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ちいき

包括
ほうかつ

ケアシステムの構築
こうちく

 

精神
せいしん

病 床
びょうしょう

における長期
ちょうき

入 院
にゅういん

患者
かんじゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

に向
む

けて、当事者
とうじしゃ

への訪問
ほうもん

面接
めんせつ

を実施
じっし

し、退院
たいいん

への意欲
いよく

を高
たか

め

る支
し

援
えん

に取
と

り組
く

むとともに、精神
せいしん

障 害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ちいき

包括
ほうかつ

ケアシステムの構築
こうちく

を進
すす

めるため、本市
ほんし

においては自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

を保健
ほけん

、精神科
せいしんか

病 院
びょういん

及
およ

び福祉
ふくし

関係者
かんけいしゃ

による協議
きょうぎ

の場
ば

と位置付
い ち づ

け部会
ぶかい

活動
かつどう

を通
つう

じて、重 層 的
じゅうそうてき

な連携
れんけい

による

支援
しえん

体制
たいせい

を構築
こうちく

しています。 

 

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

専門
せんもん

分科会
ぶんかかい

での意
い

見
けん

を踏
ふ

まえ追
つい

記
き

。 

 

P98～

99 

（７）相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の充 実
じゅうじつ

・強化
きょうか

等
とう

 

 相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

を充 実
じゅうじつ

・強化
きょうか

するため、本市
ほんし

においては、

基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

センターを中 心
ちゅうしん

に、総合的
そうごうてき

・専門的
せんもんてき

な相談
そうだん

支援
しえん

の実施
じっし

及
およ

び地域
ちいき

の相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の強化
きょうか

を実施
じっし

する体制
たいせい

を確保
かくほ

しています。 

 

（７）相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の充 実
じゅうじつ

・強化
きょうか

等
とう

 

 相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

を充 実
じゅうじつ

・強化
きょうか

するため、本市
ほんし

においては、

基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

センターを中 心
ちゅうしん

に、総合的
そうごうてき

・専門的
せんもんてき

な相談
そうだん

支援
しえん

の実施
じっし

及
およ

び地域
ちいき

の相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の強化
きょうか

を実施
じっし

する体制
たいせい

を確保
かくほ

しています。 

また、主任
しゅにん

相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

を計画的
けいかくてき

に確保
かくほ

し、地域
ちいき

の相談
そうだん

支援事
し え ん じ

業者
じぎょう

に対
たい

する訪問
ほうもん

等
とう

による専門的
せんもんてき

な指導
しどう

等
とう

を 行
おこな

って

います。さらに地域
ちいき

課題
かだい

を 抽 出
ちゅうしゅつ

し、検 証
けんしょう

するとともに地域
ちいき

における相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の検 証
けんしょう

・評価
ひょうか

を行うなど相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の再構築
さいこうちく

を検討
けんとう

しています。 

 

大阪府
おおさかふ

法定
ほうてい

協議
きょうぎ

の 中
なか

で

数値
すうち

修 正
しゅうせい

。 



7 

 

Ｐ 変更前
へんこうまえ

 変更後
へんこうご

 変更
へんこう

理由
り ゆ う

・内容
ないよう

 

P99 【整備
せいび

の方向
ほうこう

】 

○障 害
しょうがい

種別
しゅべつ

や各種
かくしゅ

のニーズに対応
たいおう

できる総合的
そうごうてき

・専門的
せんもんてき

な

相談
そうだん

支援
しえん

等
とう

の実施
じっし

のため、基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

センターや地域
ちいき

の

相談
そうだん

機関
きかん

との連携
れんけい

の体制
たいせい

強化
きょうか

に努
つと

めます。 

【整備
せいび

の方向
ほうこう

】 

○障 害
しょうがい

種別
しゅべつ

や各種
かくしゅ

のニーズに対応
たいおう

できる総合的
そうごうてき

・専門的
せんもんてき

な

相談
そうだん

支援
しえん

等
とう

の実施
じっし

のため、事前
じぜん

検討会
けんとうかい

を 行
おこな

い、基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

センターや地域
ちいき

の相談
そうだん

機関
きかん

との連携
れんけい

の体制
たいせい

強化
きょうか

に努
つと

めます。

また、基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

センター等
とう

を 中 心
ちゅうしん

に主任
しゅにん

相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

を計画的
けいかくてき

に確保
かくほ

します。新任
しんにん

や現任
げんにん

の相談員
そうだんいん

に対
たい

し

ても指導
しどう

育成
いくせい

を 行
おこな

います。 

 

大阪府
おおさかふ

法定
ほうてい

協議
きょうぎ

の 中
なか

で

数値
すうち

修 正
しゅうせい

。 

P107 

 

 

 

 

 

 

P110 

２．地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

の利用
りよう

見
み

込みと整備
せいび

の方向
ほうこう

 

（10）移動
いどう

支援
しえん

事業
じぎょう

 

 令和
れいわ

３年度
ね ん ど

 令和
れいわ

４年度
ねんど

 令和
れいわ

５年度
ねんど

 

障害児
しょうがいじ

通学
つうがく

支援
し え ん

事業
じぎょう

 
実利用者数
じつりようしゃすう

 122→45 125→45 125→45 

利用
り よ う

時間数
じかんすう

 12,769→7,830 13,083→7,830 13,293→7,830 

 

【障害児
しょうがいじ

福祉
ふくし

計画
けいかく

（第
だい

２期
き

）】 

３．障害児
しょうがいじ

支援
しえん

サービスの利用
りよう

見込
み こ

みと整備
せいび

の方向
ほうこう

 

（２）訪問
ほうもん

系
けい

サービス 

 令和
れいわ

３年度
ねんど

 令和
れいわ

４年度
ねんど

 令和
れいわ

５年度
ねんど

 

保育所
ほいくしょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

 訪問
ほうもん

回数
かいすう

 54→138 56→143 58→148 

 

 

実績
じっせき

を踏
ふ

まえ、

目標
もくひょう

事業量
じぎょうりょう

の

見直
み な お

しを 行
おこな

っ

た。 
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Ｐ 変更前
へんこうまえ

 変更後
へんこうご

 変更
へんこう

理由
り ゆ う

・内容
ないよう

 

P111 （５）発 達 障
はったつしょう

がい者
しゃ

等
など

に対
たい

する支
し

援
えん

 

発達
はったつ

障 害 者
しょうがいしゃ

等
など

の早期
そうき

発見
はっけん

・早期
そうき

支援
しえん

には、発達
はったつ

障 害 者
しょうがいしゃ

等
など

及
およ

びその家族
かぞく

等
とう

への支援
しえん

が重 要
じゅうよう

であることから、各市町村
かくしちょうそん

において、保護者
ほ ご し ゃ

等
とう

が子
こ

どもの発達
はったつ

障 害
しょうがい

の特性
とくせい

を理解
りかい

し、

必要
ひつよう

な知識
ちしき

や方法
ほうほう

を身
み

につけ、適切
てきせつ

な対応
たいおう

ができるよう、ペ

アレントプログラムやペアレントトレーニング等
とう

の発達
はったつ

障 害 者
しょうがいしゃ

等
など

及
およ

びその家族
かぞく

等
など

に対
たい

する支援
しえん

体制
たいせい

を確保
かくほ

すること

が重 要
じゅうよう

です。 

本市
ほんし

においてはペアレントトレーニングやペアレントプログ

ラム等
など

支援
しえん

プログラム、ペアレントメンターその他
た

の発達
はったつ

障 害 者
しょうがいしゃ

等
とう

への支援
しえん

については現在
げんざい

のところ実施
じっし

はなく、 情
じょう

報
ほう

収
しゅう

集
しゅう

を 行
おこな

い必
ひつ

要
よう

性
せい

について引
ひ

き続
つづ

き研
けん

究
きゅう

してまいり

ます。  

なお、ペアレントメンターについては、大阪府
おおさかふ

がペアレント

メンターを養成
ようせい

しており、本市
ほんし

が開催
かいさい

する講演会
こうえんかい

などには、

本市
ほんし

より大阪府
おおさかふ

に対
たい

して、ペアレントメンターの派遣
はけん

を要請
ようせい

し

ています。 

（５）発 達 障
はったつしょう

害
がい

者
しゃ

等
など

に対
たい

する支
し

援
えん

 

発達
はったつ

障 害 者
しょうがいしゃ

等
など

の早期
そうき

発見
はっけん

・早期
そうき

支援
しえん

には、発達
はったつ

障 害 者
しょうがいしゃ

等
など

及
およ

びその家族
かぞく

等
とう

への支援
しえん

が重 要
じゅうよう

であることから、各市町村
かくしちょうそん

において、保護者
ほ ご し ゃ

等
とう

が子
こ

どもの発達
はったつ

障 害
しょうがい

の特性
とくせい

を理解
りかい

し、

必要
ひつよう

な知識
ちしき

や方法
ほうほう

を身
み

につけ、適切
てきせつ

な対応
たいおう

ができるよう、ペ

アレントプログラムやペアレントトレーニング等
とう

の発達
はったつ

障 害 者
しょうがいしゃ

等
など

及
およ

びその家族
かぞく

等
など

に対
たい

する支援
しえん

体制
たいせい

について 情
じょう

報
ほう

収
しゅう

集
しゅう

を 行
おこな

い必
ひつ

要
よう

性
せい

について引
ひ

き続
つづ

き研
けん

究
きゅう

してまいりま

す。 

 

大阪府
おおさかふ

の基本的
きほんてき

な 考
かんが

え方
かた

に基
もと

づき、法定
ほうてい

協議
きょうぎ

の中
なか

で変更
へんこう

。 
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P114  

第
だい

５節
せつ

 枚方市
ひらかたし

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

（第
だい

５期
き

）・障害児
しょうがいじ

福祉
ふくし

計画
けいかく

（第
だい

１期
き

）達成
たっせい

状 況
じょうきょう

 

１．国
くに

及
およ

び大阪府
おおさかふ

の基本
きほん

指針
ししん

に基
もと

づく、令和
れいわ

２年度
ねんど

の成果
せいか

目 標
もくひょう

 

 

目 標
もくひょう

とする項目
こうもく

 
令和
れいわ

２年度
ねんど

末
まつ

 

の目 標
もくひょう

 

目
もく

標
ひょう

に対
たい

する進
しん

捗
ちょく

状
じょう

況
きょう

 

令和
れいわ

元
がん

年度
ねんど

末
まつ

現在
げんざい

 
説
せつ

  明
めい

 

(2) 施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

の

削減数
さくげんすう

 
４人

にん

 ４→13人
にん

 

平成
へいせい

28年度
ねんど

末
まつ

時点
じてん

における施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

193

人
にん

から182→180人
にん

へと約5.7→6.7％の削減
さくげん

となっており、令和
れいわ

元
がん

年度
ねんど

末
まつ

時点
じてん

では目 標
もくひょう

を達成
たっせい

している 状 況
じょうきょう

です。 

 

２．障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス 

（１）訪問
ほうもん

系
けい

サービス 

 

 
平成
へいせい

 

30年度
ねんど

 

令和
れいわ

 

元
がん

年度
ねんど

 

令和
れいわ

 

２年度
ねんど

 
達成率
たっせいりつ

 

居宅
きょたく

介護
かいご

 

重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

 

行動
こうどう

援護
えんご

 

同行
どうこう

援護
えんご

 

重度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

等
とう

 

包括
ほうかつ

支援
しえん

 

実利用者数
じつりようしゃすう

 

実績
じっせき

 901 931 892→894 

100％ 

見込
み こ

み 量
りょう

 849 870 890 

利用
りよう

時間数
じかんすう

 

実績
じっせき

 33,753 34,781 
34,492→

34,716 109→110％ 

見込
み こ

み 量
りょう

 30,002 30,827 31,682 

 

 

 

 

実績値
じっせきち

修 正
しゅうせい

及
およ

び（３） 日 中
にっちゅう

活動
かつどう

支援
しえん

に

就 労
しゅうろう

定 着
ていちゃく

支援
しえん

追加
ついか

。 



10 

 

 

（２）短期
たんき

入 所
にゅうしょ

（ショートステイ） 

 
平成
へいせい

 

30年度
ねんど

 

令和
れいわ

 

元
がん

年度
ねんど

 

令和
れいわ

 

２年度
ねんど

 
達成率
たっせいりつ

 

短期
たんき

入 所
にゅうしょ

 

実利用者数
じつりようしゃすう

 

実績
じっせき

 197 202 126→121 
39→37％ 

見込
み こ

み 量
りょう

 247 283 324 

利用
りよう

日数
にっすう

 

実績
じっせき

 954 917→916 658→649  
40％ 

見込
み こ

み 量
りょう

 1,248 1,430 1,637 

 

（３）日 中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービス 

 
平成
へいせい

 

30年度
ねんど

 

令和
れいわ

 

元
がん

年度
ねんど

 

令和
れいわ

 

２年度
ねんど

 
達成率
たっせいりつ

 

生活
せいかつ

介護
かいご

 

実利用者数
じつりようしゃすう

 
実績
じっせき

 893 914 919→912 
83→82％ 

見込
み こ

み 量
りょう

 1,009 1,057 1,107 

利用
りよう

日数
にっすう

 
実績
じっせき

 16,470 17,032 
17,879→

17,265 87→84％ 

見込
み こ

み 量
りょう

 18,757 19,650 20,579 

自立
じりつ

訓練
くんれん

 

（機能
きのう

訓練
くんれん

） 

実利用者数
じつりようしゃすう

 
実績
じっせき

 8 7 4 
67％ 

見込
み こ

み 量
りょう

 6 6 6 

利用
りよう

日数
にっすう

 
実績
じっせき

 114 89→65 86→49 
93→53％ 

見込
み こ

み 量
りょう

 92 92 92 

自立
じりつ

訓練
くんれん

 

（生活
せいかつ

訓練
くんれん

） 

実利用者数
じつりようしゃすう

 
実績
じっせき

 35 33 36→39 
124→134％ 

見込
み こ

み 量
りょう

 26 27 29 

利用
りよう

日数
にっすう

 
実績
じっせき

 647 480→504 591→648 
107→118％ 

見込
み こ

み 量
りょう

 493 512 550 
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就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

 

実利用者数
じつりようしゃすう

 
実績
じっせき

 134 155 139→145 
99→104％ 

見込
み こ

み 量
りょう

 131 135 140 

利用
りよう

日数
にっすう

 
実績
じっせき

 2,095 2,424 2,461→2,510 
108→110％ 

見込
み こ

み 量
りょう

 2,129 2,194 2,275 

就 労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

 

（Ａ型
がた

） 

実利用者数
じつりようしゃすう

 
実績
じっせき

 167 172 174 
75％ 

見込
み こ

み 量
りょう

 185 208 233 

利用
りよう

日数
にっすう

 
実績
じっせき

 3,103 3,258 3,462→3,368 
76→74％ 

見込
み こ

み 量
りょう

 3,616 4,065 4,554 

就 労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

 

（Ｂ型
がた

） 

実利用者数
じつりようしゃすう

 
実績
じっせき

 621 659→654 680→681 
115％ 

見込
み こ

み 量
りょう

 570 582 594 

利用
りよう

日数
にっすう

 
実績
じっせき

 10,142 
10,949→ 

10,975 

11855→ 

11,470 118％ 

見込
み こ

み 量
りょう

 9,342 9,539 9,736 

就 労
しゅうろう

定 着
ていちゃく

支援
しえん

 
実利用者数
じつりようしゃすう

 
実績
じっせき

 15 46 44 
66％ 

見込
み こ

み 量
りょう

 56 61 66 

 

（４）居 住
きょじゅう

系
けい

サービス 

 
平成
へいせい

 

30年度
ねんど

 

令和
れいわ

 

元
がん

年度
ねんど

 

令和
れいわ

 

２年度
ねんど

 
達成率
たっせいりつ

 

共 同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

 
実績
じっせき

 352 370 390→385 
86→85％ 

見込
み こ

み 量
りょう

 352 369 454 

施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

 
実績
じっせき

 188 182 174→176 
92→93％ 

見込
み こ

み 量
りょう

 191 190 189 
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（８）移動
いどう

支援
しえん

事業
じぎょう

 

 
平成
へいせい

 

30年度
ねんど

 

令和
れいわ

 

元
がん

年度
ねんど

 

令和
れいわ

 

２年度
ねんど

 
達成率
たっせいりつ

 

移動
い ど う

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

実利用者数
じつりようしゃすう

 
実績
じっせき

 1,280 1,225 682→844  
51→63％ 

見込
み こ

み 量
りょう

 1,299 1,323 1,348 

利用
りよう

時間数
じかんすう

 
実績
じっせき

 238,315 
215,425→ 

218,956 
13,524 

5％ 

見込
み こ

み 量
りょう

 257,959 262,725 267,689 

 

 
平成
へいせい

 

30年度
ねんど

 

令和
れいわ

 

元
がん

年度
ねんど

 

令和
れいわ

 

２年度
ねんど

 
達成率
たっせいりつ

 

障害児
しょうがいじ

通学
つうがく

 

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

実利用者数
じつりようしゃすう

 
実績
じっせき

 36 43 36 
84％ 

見込
み こ

み 量
りょう

 43 43 43 

利用
り よ う

時間数
じかんすう

 
実績
じっせき

 
12,462→

6,860 

10,050→

6,519 
548→6,519 

7→87％ 

見込
み こ

み 量
りょう

 7,493 7,493 7,493 
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４．障害児
しょうがいじ

支援
しえん

サービス 

（１）通所
つうしょ

系
けい

サービス 

 
平成
へいせい

 

30年度
ねんど

 

令和
れいわ

 

元
がん

年度
ねんど

 

令和
れいわ

 

２年度
ねんど

 
達成率
たっせいりつ

 

児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

 

実利用者数
じつりようしゃすう

 
実績
じっせき

 225 256 230→219 
57→54％ 

見込
み こ

み 量
りょう

 251 339 404 

利用
りよう

日数
にっすう

 
実績
じっせき

 1,989 2,534 2,363→2,001 
64％ 

見込
み こ

み 量
りょう

 1,944 2,626 3,129 

放課後
ほ う か ご

等
とう

 

デイサービス 

実利用者数
じつりようしゃすう

 
実績
じっせき

 676 752 787→764 
43％ 

見込
み こ

み 量
りょう

 1,058 1,399 1,849 

利用
りよう

日数
にっすう

 
実績
じっせき

 8,967 9,892 
10,809→

10,264 48→46％ 

見込
み こ

み 量
りょう

 12,839 16,977 22,438 

 

（２）訪問
ほうもん

系
けい

サービス 

 
平成
へいせい

 

30年度
ねんど

 

令和
れいわ

 

元
がん

年度
ねんど

 

令和
れいわ

 

２年度
ねんど

 
達成率
たっせいりつ

 

保育所
ほいくしょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
しえん

 訪問
ほうもん

回数
かいすう

 
実績
じっせき

 90 50→128 52→144 
21→57％ 

見込
み こ

み 量
りょう

 137 186 253 
 

 


